
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」
第
一
章
第
三
「
犀
角
経
（
一
島
騨
開
騨
罰
繭
目
叩
鼻
菌
）
」
は
、
第
三
五
詩
か
ら
第
七
五
詩
ま
で
の
四
一
詩
よ
り
な
る
経
典

で
あ
る
。
各
詩
は
、
第
四
五
詩
を
除
い
て
、
そ
の
第
四
句
は
す
、
へ
て
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
（
の
丙
。
・
閏
の
團
妙
臘
塑
く
圃
冒
冨
弓
。
）
」

と
い
う
句
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詩
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
愛
欲
を
離
れ
、
友
人
、
仲
間
と

の
関
わ
り
を
避
け
、
欲
望
の
対
象
を
離
れ
、
在
家
の
束
縛
を
す
べ
て
断
ち
切
り
、
寒
さ
、
暑
さ
、
飢
え
、
渇
き
、
風
、
炎
暑
、
虻
、
蛇
な

ど
の
危
難
に
打
ち
勝
ち
、
目
を
伏
し
て
注
意
し
、
う
ろ
つ
か
ず
、
感
官
を
護
り
、
独
坐
し
、
瞑
想
し
、
煩
悩
を
捨
て
…
…
犀
の
角
の
よ
う

に
、
た
だ
独
り
で
道
を
求
め
る
求
道
者
の
姿
が
説
か
れ
て
い
る
。

犀
の
角
の
よ
う
に
、
た
だ
独
り
で
道
を
歩
む
求
道
者
に
対
し
て
、
「
犀
角
経
」
で
は
畔
支
仏
（
層
。
。
①
冨
冒
＆
富
）
と
い
う
名
称
は
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
鮮
支
仏
と
は
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
犀
角
経
」
四
一
詩
は
そ
の
ま
ま
南
伝
大
蔵
経

の
小
部
『
ア
パ
ダ
ー
ナ
』
第
一
章
第
二
「
辞
支
仏
の
髻
嚥
」
と
い
う
畔
支
仏
を
説
明
す
る
五
七
詩
の
な
か
に
引
用
〔
八
’
二
一
貢
〕
さ
れ
て

い
る
。
小
部
『
チ
ュ
ッ
ラ
。
’
一
ツ
デ
ー
サ
』
君
昌
シ
ャ
ム
本
、
一
三
七
’
四
二
九
頁
〕
に
「
犀
角
経
」
に
対
す
る
逐
語
的
解
釈
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
」
と
は
畔
支
仏
の
職
で
あ
り
、
「
犀
角
経
」
は
辞
支
仏
の
説
い
た
詩
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

犀
角
経
と
牌
支
仏

長
崎
法

潤
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い
る
。
注
釈
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』
因
六
’
二
三
頁
〕
で
も
「
犀
角
経
」
の
四
一
詩
は
鮮
支
仏
の
所
説
と
さ
れ
て
い
る
。
２

①

『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ッ
』
に
も
辞
支
仏
の
詩
と
し
て
六
詩
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
ス
ッ
タ
’
一
・
ハ
ー
タ
』
に
対
す
る
古
い
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
’
一
ツ
デ
ー
サ
』
（
義
釈
）
は
、
コ
ハ
ー
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
（
大
義

釈
）
と
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
（
小
義
釈
）
に
分
か
れ
、
初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
が
編
纂
さ
れ
た
西
暦
前
三
’
二
世
紀
こ
ろ
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
マ
ハ
ー
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
は
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
四
章
の
注
釈
で
あ
り
、
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
は

第
五
章
と
第
一
章
第
三
「
犀
角
経
」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
現
存
の
『
ス
ッ
タ
ニ
・
〈
ｌ
タ
』
は
五
章
七
二
経
二
四
九
詩
よ
り
榊
成
さ

れ
て
い
る
が
、
「
ニ
ッ
デ
ー
１
サ
』
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
、
「
ス
ッ
タ
ニ
。
ハ
ー
タ
』
の
章
や
経
は
独
立
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。『
ス
ッ
タ
ニ
。
〈
－
タ
』
は
古
く
成
立
し
た
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
『
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
で
注
釈
さ
れ
て
い
る
第
四
章
と
第
五
章
と

は
、
パ
ー
リ
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
漢
語
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
仏
典
に
も
伝
え
ら
れ
、
最
も
古
く
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
定
説
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
で
注
釈
さ
れ
て
い
る
「
犀
角
経
」
も
、
最
古
の
経
典
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
犀
角
経
」
は
鮮
支
仏
の
詩
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
「
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
の
な
か
に
説
か
れ
て
い

る
。
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
が
成
立
す
る
以
前
に
「
犀
角
経
」
と
辞
支
仏
と
の
関
連
性
が
定
着
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
衆
部

系
の
説
出
世
部
に
属
す
る
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ッ
』
に
お
い
て
も
「
犀
角
経
」
の
詩
と
辞
支
仏
と
の
関
連
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
点
か

ら
考
え
れ
ば
、
「
犀
角
経
」
と
辞
支
仏
と
の
関
連
性
は
部
派
分
裂
以
前
に
ま
で
遡
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
犀
角
経
」
各
詩
の
第
四
句
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
（
・
弄
○
・
閏
①
匡
国
麗
騨
く
風
呂
冨
弓
。
）
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ヅ
デ
ー
サ
』
の
注
釈
に
も
と
づ
き
な
が
ら
そ
の
意
味
を
考
察
し
た
い
。
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ま
ず
、
「
独
り
（
の
』
８
）
」
と
は
、
か
の
辞
支
仏
（
恩
。
８
冨
の
四
目
宮
一
目
盲
）
は
、
日
出
家
の
称
に
よ
っ
て
（
も
：
ｇ
言
‐
い
目
］
昌
弾
の
目
）
独
り

で
あ
る
。
口
伴
侶
の
な
い
意
味
に
よ
っ
て
（
且
昌
望
旦
冒
の
目
）
独
り
で
あ
る
。
匂
渇
愛
の
捨
断
の
意
味
に
よ
っ
て
（
９
号
脚
‐
も
四
目
ロ
鼻
曾
の
目
）

独
り
で
あ
る
。
口
専
ら
貧
欲
を
離
れ
て
い
る
（
の
厨
ご
菌
‐
ぐ
§
‐
儲
掛
。
）
か
ら
独
り
で
あ
り
、
専
ら
順
志
を
離
れ
て
い
る
（
の
圃
冒
菌
‐
く
目
冨
‐
Ｑ
ｏ
の
。
）

か
ら
独
り
で
あ
り
、
専
ら
愚
痴
を
離
れ
て
い
る
（
の
園
ご
菌
‐
く
§
‐
目
。
ぽ
○
）
か
ら
独
り
で
あ
り
、
専
ら
煩
悩
を
離
れ
て
い
る
（
の
圃
口
３
‐
く
§
「

昌
庶
目
の
の
。
）
か
ら
独
り
で
あ
る
。
㈲
一
行
道
を
行
く
（
の
園
田
自
陣
‐
巨
騨
脂
秒
昌
唱
８
）
か
ら
独
り
で
あ
る
。
㈹
独
り
無
上
の
鮮
支
菩
提
を
現
に

正
覚
さ
れ
た
（
の
菌
昌
騨
目
ヰ
閏
四
目
息
。
。
①
冨
切
煙
冒
ｇ
ｏ
巨
冒
Ｐ
ｇ
尉
鯉
冒
冒
目
ロ
。
）
か
ら
独
り
で
あ
る
。
円
Ｚ
。
》
喝
．
烏
‐
巨
巴

以
上
の
よ
う
に
、
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
’
一
ツ
デ
ー
サ
』
で
は
「
独
り
（
畏
○
）
」
を
鮮
支
仏
が
有
す
る
六
種
の
徳
に
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い

る
。
続
い
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

日
出
家
の
称
に
よ
っ
て
独
り
で
あ
る
、
と
は
、
か
の
鮮
支
仏
は
家
居
の
障
磯
（
息
号
○
目
Ｐ
）
、
妻
子
の
障
砿
、
親
戚
の
障
砿
、
財
宝
の

障
擬
を
断
じ
、
髪
と
髭
を
剃
り
、
袈
裟
衣
を
着
け
、
家
よ
り
非
家
に
出
家
し
、
無
一
物
の
状
態
に
な
っ
て
、
独
り
行
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

○
伴
侶
の
な
い
意
味
に
よ
っ
て
独
り
で
あ
る
、
と
は
、
鮮
支
仏
は
そ
の
よ
う
に
出
家
し
て
、
独
り
森
林
の
辺
鄙
な
、
人
の
声
の
聞
こ
え

な
い
、
騒
音
の
聞
こ
え
な
い
、
人
女
の
気
配
の
な
い
、
人
に
隠
れ
て
住
す
る
、
瞑
想
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
住
す
る
。
独
り
で
生
活
し
、

独
り
村
に
行
乞
に
行
き
、
独
り
行
乞
よ
り
帰
り
、
独
り
密
か
に
瞑
想
し
、
独
り
経
行
を
な
し
、
独
り
行
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

匂
、
画
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
あ
り
、
特
別
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

㈲
の
一
行
道
と
は
、
四
念
処
、
四
正
勤
、
四
神
足
、
五
根
、
五
力
、
七
覚
支
、
八
支
聖
道
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

㈹
独
り
無
上
の
鮮
支
菩
提
を
現
に
正
覚
さ
れ
た
か
ら
独
り
で
あ
る
、
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
覚
（
ず
○
口
旨
）
と
は
、

四
〔
沙
門
〕
道
に
お
け
る
知
慧
、
慧
根
、
慧
力
、
澤
法
覚
支
、
観
慧
、
観
、
正
見
で
あ
る
。
畔
支
仏
は
そ
の
鮮
支
仏
智
（
も
四
・
。
①
百
‐

盲
目
冨
目
目
）
に
よ
っ
て
も
ろ
，
も
ろ
の
真
理
（
９
８
“
）
を
覚
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
一
切
の
行
（
困
弓
の
の
騨
己
昌
劉
国
）
は
無
常
で
あ
る
」

．
切
の
行
は
苦
で
あ
る
」
．
切
法
は
無
我
で
あ
る
」
と
覚
ら
れ
た
。
「
無
明
に
縁
っ
て
行
あ
り
」
「
行
に
縁
っ
て
識
あ
り
」
・
…
：
「
生

２



に
よ
っ
て
老
死
あ
り
」
と
覚
ら
れ
た
。
「
無
明
の
減
よ
り
行
の
減
あ
り
」
「
行
の
減
よ
り
識
の
減
あ
り
」
：
：
：
「
生
の
減
よ
り
老
死
の
減
あ

り
」
と
覚
ら
れ
た
。
「
こ
れ
は
苦
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
苦
の
集
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
苦
の
減
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
苦
の
減
に
至
る
道
で
あ
る
」

と
覚
ら
れ
た
。
「
こ
れ
ら
は
漏
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
漏
の
集
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
漏
の
減
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
漏
の
減
に
至
る
道
で
あ
る
」
と

覚
ら
れ
た
。
「
こ
れ
ら
の
法
は
知
通
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
「
こ
れ
ら
の
法
は
遍
知
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
「
こ
れ
ら
の
法
は
捨
断
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
「
こ
れ
ら
の
法
は
修
習
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
「
こ
れ
ら
の
法
は
作
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
覚
ら
れ
た
。
六
触
処
、
五

取
源
、
四
大
種
の
集
と
滅
没
と
過
患
と
出
離
と
を
覚
ら
れ
た
。
「
あ
ら
ゆ
る
集
の
法
は
す
べ
て
こ
れ
は
減
の
法
で
あ
る
」
と
覚
ら
れ
た
。

あ
ら
ゆ
る
覚
る
べ
き
、
随
覚
す
ぺ
き
、
正
覚
す
べ
き
、
触
知
す
べ
き
、
作
証
す
べ
き
も
の
は
す
、
へ
て
、
か
の
辞
支
菩
提
智
（
も
四
０
８
百
ｍ
四
目
‐

ず
Ｃ
Ｑ
三
目
目
）
に
よ
っ
て
覚
り
、
随
覚
し
、
正
覚
し
、
解
知
し
、
作
証
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
か
の
鮮
支
仏
（
ｇ
ｏ
８
百
の
騨
目
ｇ
且
冨
）
は
、

独
り
無
上
の
辞
支
菩
提
（
己
騨
。
。
①
冨
鞄
四
目
ず
。
●
ｇ
を
現
に
正
覚
し
た
か
ら
、
独
り
（
の
戸
。
）
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
に
お
い
て
、
「
犀
角
経
」
の
「
独
り
」
を
鮮
支
仏
と
関
連
づ
け
て
注
釈
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
辞
支
仏
は
独
り
出
家
し
、
独
り
人
里
を
は
な
れ
て
森
林
に
住
し
、
瞑
想
し
、
独
り
煩
悩
を
離
れ
、
独
り
四
念
処
…
．
：
八
聖
道
を

実
践
し
て
、
独
り
無
上
の
鮮
支
菩
提
（
園
。
ｏ
の
菌
の
四
日
ゴ
。
。
旨
）
を
正
覚
さ
れ
た
。
畔
支
仏
智
（
息
。
。
①
厨
盲
目
冒
目
目
）
に
よ
っ
て
覚
っ
た

真
理
と
は
、
一
切
法
の
無
常
、
苦
、
無
我
、
十
二
縁
起
の
順
観
と
逆
観
、
四
聖
諦
な
ど
で
あ
る
。

阿
含
・
ニ
カ
ー
ャ
に
お
い
て
は
畔
支
仏
が
十
二
縁
起
を
内
観
し
て
正
覚
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
説
か
れ
て
い
な
い
。
鮮
支
仏
と
士
一
縁

起
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
は
後
世
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
冒
煙
ご
騨
冨
‐
冒
目
目
（
縁
覚
）
と
い
う
語
が
で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
ら

②

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ヅ
デ
ー
サ
』
に
鮮
支
仏
と
十
二
縁
起
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ

と
こ
ろ
で
、
『
ス
ッ
タ
ニ
。
ハ
ー
タ
』
第
二
三
六
詩
は
第
一
句
「
独
り
〔
煩
悩
の
〕
闇
を
の
ぞ
い
て
坐
り
（
の
－
８
冨
ョ
目
目
ゞ
②
伽
冒
○
）
」
で
は

じ
ま
り
、
。
コ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
具
光
者
、
光
照
者
な
ど
の
徳
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
そ
の
第
一
句
の
「
独
り
（
の
｝
【
。
）
」

る
○
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。
、
白
、
口
、
㈲
は
畔
支
仏
の
場
合
と
同
文
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

㈹
に
つ
い
て
は
、
「
か
の
辞
支
仏
（
の
。
恩
Ｃ
Ｏ
①
厨
の
騨
日
目
目
ｇ
）
」
が
「
世
尊
（
恩
侭
僅
く
ぃ
）
」
に
な
り
、
「
僻
支
菩
提
（
冨
Ｃ
Ｏ
鳥
：
且
冨
）
」

が
「
正
等
覚
（
“
・
日
日
国
の
四
目
９
号
Ｅ
に
な
っ
て
い
る
。
僻
支
仏
は
「
そ
の
鮮
支
仏
智
（
息
。
。
①
菌
冒
目
目
目
目
）
に
よ
っ
て
」
真
理
を
覚

っ
た
が
、
世
尊
は
「
そ
の
菩
提
智
（
ｇ
目
国
叫
冒
）
に
よ
っ
て
」
覚
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
後
半
の
「
…
…
す
ゞ
へ
て
、
か
の
辞
支
菩
提

智
（
ｇ
ｏ
ｏ
鳥
：
且
冒
目
目
）
に
よ
っ
て
覚
り
」
は
、
「
…
…
す
今
へ
て
、
か
の
菩
提
智
（
ｇ
号
日
習
い
）
に
よ
っ
て
覚
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
他

は
す
べ
て
鮮
支
仏
も
世
尊
も
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

世
尊
は
正
等
覚
を
正
覚
し
、
辞
支
仏
は
辞
支
菩
提
を
正
覚
し
、
覚
り
の
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
覚
り
の
内
容
は
、
世
尊

も
鮮
支
仏
も
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
常
、
苦
、
無
我
、
縁
起
の
順
観
と
逆
観
、
四
聖
諦
な
ど
で
あ
る
。
同
じ
内
容
の
覚

り
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
の
み
を
区
別
し
た
と
見
る
蕊
へ
き
で
あ
ろ
う
。

阿
含
・
’
一
カ
ー
ャ
に
お
い
て
は
辞
支
仏
と
十
二
縁
起
と
の
結
び
つ
き
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
の
注
釈
書
は
、

鮮
支
仏
と
十
二
縁
起
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
世
尊
と
畔
支
仏
と
は
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
覚
り
を
得
た
｝
」
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
世
尊
の
正
覚
を
そ
の
ま
ま
鮮
支
仏
に
当
て
は
め
て
い
る
。
「
独
り
」
す
な
わ
ち
無
師
独
悟
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
世
尊
も
鮮

支
仏
も
ま
っ
た
く
同
じ
覚
り
を
得
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
５

れ
て
い
る
。

を
同
じ
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
」
円
ｚ
・
シ
ャ
ム
本
、
や
隠
巳
で
注
釈
し
、
世
尊
は
、
㈲
出
家
の
称
に
よ
っ
て
独
り
で
あ
る
、
…
…

㈹
独
り
無
上
正
等
覚
を
正
覚
し
て
い
る
（
の
冨
昌
自
巨
茸
胃
騨
目
の
Ｐ
目
白
口
‐
の
§
ｇ
号
冒
Ｐ
ｇ
５
Ｂ
ｇ
＆
宮
）
か
ら
独
り
で
あ
る
、
と
鮮
支
仏

と
ま
っ
た
く
同
じ
分
け
方
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
日
の
場
合
は
、
最
初
に
、
世
尊
は
黒
髪
の
青
年
で
幸
福
で
あ
っ
た
時
期
に
、
出
家
を
希
望
せ

ず
、
涙
を
流
し
て
泣
い
て
い
る
父
母
を
捨
て
、
親
戚
を
捨
て
て
出
家
し
た
こ
と
を
記
し
、
続
い
て
辞
支
仏
の
場
合
と
同
じ
説
明
が
加
え
ら



「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
」
と
い
う
句
の
「
独
り
（
の
］
８
）
」
に
つ
い
て
の
解
釈
の
次
に
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
で
は
「
歩
６

め
（
。
胃
。
）
」
を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
「
犀
の
角
の
よ
う
に
（
ご
〕
曾
閑
Ｐ
く
風
冨
冨
弓
。
）
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
犀
の
角
の
よ
う
に
（
〆
冒
聡
四
ぐ
尉
曽
〕
農
四
層
。
）
と
は
、
た
と
え
ば
犀
（
］
〈
冒
閑
沙
）
と
い
う
も
の
の
角
（
ぐ
鼠
一
〕
鱒
）
は
、
ひ
と
つ
（
の
菌
）

で
あ
り
、
第
二
者
（
同
伴
者
）
あ
る
こ
と
が
な
い
（
且
ロ
箇
怠
）
よ
う
に
、
ま
さ
に
そ
の
ょ
う
に
か
の
牌
支
仏
（
も
鱒
。
。
①
菌
３
日
目
目
冒
）

は
そ
れ
に
書
え
ら
れ
（
芭
鳥
④
喝
○
）
、
そ
れ
に
等
し
く
（
３
ｍ
”
且
厨
。
）
、
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
（
冨
喝
幽
号
鼠
皿
。
）
。
た
と
え
ば
、
き

わ
め
て
塩
辛
い
こ
と
を
塩
の
よ
う
で
あ
る
（
目
。
ｇ
冨
弓
。
）
と
言
い
、
：
…
・
大
神
通
を
得
た
声
聞
を
師
の
よ
う
で
あ
る
（
閻
洋
冒
冨
目
。
）

と
言
う
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
か
の
辞
支
仏
は
そ
れ
（
犀
の
角
）
に
曹
え
ら
れ
、
そ
れ
に
等
し
く
、
そ
れ
に
類
似
し
、
独

り
で
、
同
伴
者
（
第
二
者
）
な
く
、
結
縛
を
脱
し
（
日
具
冨
冨
且
冨
圖
）
、
完
全
に
世
間
に
お
い
て
行
じ
（
８
国
ｇ
、
遊
歩
し
（
ぐ
§
壗
昌
）
、

行
為
し
（
旨
君
島
）
、
遂
行
し
（
ぐ
画
茸
の
巳
、
動
き
（
己
堅
の
芦
）
、
持
続
し
（
〕
劃
目
の
茸
）
、
維
持
す
る
（
乱
も
の
武
）
。
こ
れ
が
、
犀
の
角
の
よ

う
に
独
り
歩
け
、
〔
の
意
味
〕
で
あ
る
。
」
Ｒ
ｚ
Ｑ
シ
ャ
ム
本
、
弓
＆
闇
‐
緒
と

『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
の
注
釈
者
に
よ
れ
ば
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
」
と
は
鮮
支
仏
の
書
え
で
あ
る
。
犀
の
角
は
ひ
と
つ
で
あ

り
、
第
二
者
が
な
い
よ
う
に
、
独
り
で
、
同
伴
者
な
く
、
結
縛
（
９
コ
目
目
騨
）
を
脱
し
た
鮮
支
仏
が
、
完
全
に
世
間
で
行
ず
る
姿
を
「
犀

の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
け
」
と
い
う
句
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
ス
ヅ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
け
」
と
い
う
句
は
、
は
た
し
て
、
「
独
り
独
立
し
て
歩
け
」
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
結
縛
を
脱
し
て
、
独
悟
し
た
者
に
の
み
こ
の
句
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
チ
ュ
ッ
ラ
・
ニ
ッ

デ
ー
サ
』
で
は
そ
の
点
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
犀
角
経
」
の
唇
品
盟
ぐ
届
自
画
に
つ
い
て
、
初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
成
立
の
こ
ろ
書
か
れ
た
．
／
ユ
ッ
ラ

三



・
ニ
ッ
デ
ー
サ
』
で
は
「
犀
の
角
」
と
注
釈
し
て
い
た
。
五
世
紀
前
葉
に
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
パ
ー
リ
の
注
釈
書
『
パ
ラ

マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ヵ
ー
』
で
も
同
じ
よ
う
に
「
犀
の
角
‐
｜
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
〔
里
目
も
．
＄
〕
。
ま
た
「
犀
角
経
」
の
第
三
六

③

詩
が
「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
二
六
に
引
用
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
麟
角
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
有
部
の
論
書
で
畔
支
仏
を
鱗
角
喰
独
覚
と

④

部
行
独
覚
と
の
二
種
に
分
け
る
が
、
鱗
角
嚥
と
は
「
犀
角
経
」
の
昏
睡
開
騨
ａ
の
目
四
菌
弓
○
と
辞
支
仏
と
の
関
連
性
に
も
と
づ
い
て
で
き

た
言
葉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
リ
の
注
釈
で
も
漢
訳
で
も
巨
晶
鴨
‐
ぐ
』
印
鼬
冨
を
「
犀
の
角
」
と
解
し
、
犀
の
一
角
の
よ
う
に
、

た
だ
独
り
遊
行
す
る
こ
と
の
嗽
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
エ
ジ
ャ
ト
ン
は
、
丙
冒
揖
騨
‐
ａ
の
目
四
は
「
犀
」
、
す
な
わ
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
唇
且
廻
国
の
意
味
で
あ
る
、
と
記
し

⑤

て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
剣
（
臣
且
阻
）
の
〔
よ
う
な
〕
角
（
ぐ
鼠
冒
）
を
も
て
る
も
の
」
、
す
な
わ
ち
「
犀
」
と
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
譽
啼
は
、
犀
の
角
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
孤
独
な
生
き
方
を
す
る
犀
と
い
う
動
物
に
つ
い
て
で
あ
る
。
唇
自
彊
は
「
剣
」
、

唇
煙
揖
旨
は
「
剣
を
も
て
る
も
の
、
犀
‐
｜
で
あ
る
が
、
丙
冒
持
Ｐ
は
ま
た
「
犀
」
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
。
〈
ｌ
リ
語

の
唇
Ｐ
開
Ｐ
‐
ぐ
届
煙
ｇ
に
も
「
犀
の
角
」
と
「
犀
」
と
の
両
方
の
意
味
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

⑥

櫻
部
建
博
士
も
エ
ジ
ャ
ト
ン
説
を
支
持
し
て
い
る
。
博
士
は
、
「
犀
角
経
」
第
四
五
詩
、
第
四
六
詩
が
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
三
二
八
、
三

二
九
に
相
当
し
、
『
ダ
ン
マ
・
ハ
ダ
』
三
二
九
で
は
第
四
句
の
後
半
が
「
犀
角
経
」
と
は
異
な
っ
て
、
目
騨
§
四
日
Ｐ
目
の
ぐ
騨
口
樹
。
（
林
中

に
お
け
る
象
の
如
く
に
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
『
ア

パ
ダ
ー
ナ
』
で
は
こ
の
詩
だ
け
が
『
ダ
ン
マ
。
ハ
ダ
』
の
方
に
合
致
し
、
中
部
第
七
二
経
の
引
用
で
も
『
ダ
ン
マ
・
ハ
ダ
』
の
方
に
合
致
す
る
。

「
思
う
に
此
の
偶
の
第
四
句
は
鳥
○
・
胃
①
匡
勉
麗
閣
ぐ
肘
営
農
名
君
と
鳥
○
・
胃
の
日
弾
抄
侭
》
目
四
割
の
ぐ
Ｐ
ｐ
品
。
と
の
二
つ
の
形
が

あ
り
、
何
れ
も
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
れ
ら
の
二
つ
の
形
が
何
れ
も
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ

の
形
の
間
に
意
味
上
の
大
き
な
差
別
が
無
い
こ
と
、
即
ち
象
と
い
い
、
犀
と
言
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
単
に
林
中
を
独
り
遊
歩
す
る
点
を
聡

⑦

え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
と
櫻
部
博
士
は
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昏
沙
照
四
国
３
８
冨
噌
○
と
い
う
職
は
、
犀
の
７



一
角
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
林
中
を
独
り
歩
く
犀
と
い
う
動
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
８

と
こ
ろ
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
瞼
が
ジ
ャ
イ
ナ
教
文
献
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
唇
樹
盟
ぐ
届
四
国
色
目
く
い
①
盟
窟
菌
（
普
通
〕
眉
唾
．
霞
）
ゞ

炭
宮
四
開
目
出
目
目
ぐ
ゅ
①
盟
看
①
（
悶
巴
冨
迫
弓
）
》
丙
ロ
農
唱
員
３
９
日
く
ゅ
品
且
鼻
①
（
甸
呂
目
〕
己
．
巨
）
な
ど
で
あ
る
。
『
カ
ル
・
ハ
ス
ー
ト

ラ
』
で
は
宮
晶
唱
（
犀
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
か
ら
、
昏
色
開
目
３
９
日
と
は
「
犀
の
角
」
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
『
カ
ル
・
ハ

ス
ー
ト
ラ
』
に
お
け
る
こ
の
部
分
の
前
後
の
文
章
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
で
『
ス
ー
ャ
ガ
ダ
』
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
カ
ル
パ
ス
ー
」

ト
ラ
』
の
こ
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
「
ス
ー
ャ
ガ
ダ
』
か
ら
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
『
ス
ー
ャ
ガ
ダ
』
の
丙
冨
寵
四
‐
を

唇
晶
鳴
に
換
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
唇
品
盟
‐
を
丙
冒
聡
』
‐
と
同
じ
意
味
に
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
文
献
で
は
「
犀
の
角
」
と
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
唇
幽
鴎
目
印
目
Ｐ
日
ご
伊
の
盟
宕
①
「
犀
の
角
の
・
よ
う
に
独
り
で
あ
る
」
と
い
う
職
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
「
カ
ル

．
〈
ス
ー
ト
ラ
』
に
よ
っ
て
そ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
そ
れ
以
来
、
沙
門
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
尊
者
は
非
家
と
な
っ
た
。
そ
の
歩
行
に
、
そ
の
言
葉
に
、
そ
の
行
乞
に
、
も
の
を
受
け
る
に

も
、
資
具
飲
器
を
と
っ
た
り
、
お
い
た
り
す
る
に
も
〔
生
き
も
の
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
〕
用
心
を
し
た
。
便
、
尿
、
唾
、

液
、
身
体
の
不
浄
な
も
の
を
排
泄
す
る
に
も
用
心
を
し
た
。
意
に
用
心
し
、
言
葉
に
用
心
し
、
身
体
に
用
心
し
た
。
意
〔
の
行
為
〕

を
護
り
、
身
体
〔
の
行
為
〕
を
護
り
、
感
官
を
護
り
、
梵
行
（
９
日
昌
男
：
）
を
護
っ
た
。
怒
り
（
屍
。
胃
）
な
く
、
慢
心
（
日
目
色
）
な

く
、
偽
り
（
目
ｇ
）
な
く
、
貧
り
（
｝
。
ご
富
）
が
な
か
っ
た
。
〔
尊
者
の
心
は
〕
静
寂
で
あ
り
（
頓
色
目
菌
）
、
寂
静
で
あ
り
（
恩
の
四
目
苗
）
、

〔
欲
望
を
抑
止
し
て
心
が
〕
平
和
で
あ
り
（
匡
も
Ｐ
ｍ
Ｐ
目
色
）
、
般
浬
薬
し
（
宅
胃
目
く
自
国
）
、
〔
業
物
質
が
〕
漏
れ
入
る
こ
と
な
く
（
“
目
の
鱒
ぐ
煙
）
、

我
執
な
く
（
騨
冒
肖
鱒
）
、
無
所
有
で
あ
り
（
煙
冨
昌
８
旨
）
、
繋
縛
を
断
ち
（
呂
旨
目
聡
四
目
昏
騨
）
、
汚
れ
が
な
い
言
冒
ぐ
煙
』
の
く
鯉
）
。

〔
尊
者
は
〕
水
を
入
れ
な
い
銅
器
の
よ
う
で
あ
り
、
汚
れ
の
な
い
真
珠
母
の
よ
う
で
あ
り
、
妨
げ
ら
れ
ず
動
く
霊
魂
の
よ
う
で
あ
り
、

支
柱
の
な
い
空
の
よ
う
て
あ
り
、
風
の
よ
う
に
障
砺
な
く
、
秋
の
水
の
よ
う
に
清
く
、
蓮
の
葉
の
よ
う
に
汚
れ
ず
、
亀
〔
の
足
〕
の



よ
う
に
感
官
は
護
ら
れ
て
お
り
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
で
あ
り
（
丙
冨
開
昌
“
目
四
日
ぐ
四
の
過
Ｐ
①
）
、
烏
の
よ
う
に
自
由
で
あ
り
、
ゞ
ハ

ー
ラ
ン
ダ
烏
の
よ
う
に
〔
常
に
〕
目
醒
め
、
象
の
よ
う
に
剛
毅
で
あ
り
、
牛
の
よ
う
に
強
く
、
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
撃
ち
ま
か
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
マ
ン
ダ
ラ
山
の
よ
う
に
揺
れ
動
か
ず
、
海
の
よ
う
に
深
く
、
月
の
よ
う
に
お
と
な
し
く
、
太
陽
の
よ
う
に
輝
き
、
本

物
の
黄
金
の
よ
う
に
純
で
あ
り
、
大
地
の
よ
う
に
す
等
へ
て
を
耐
え
さ
さ
え
、
燃
え
て
い
る
火
の
よ
う
に
光
り
輝
く
。
」
〔
園
巷
騨
迫
弓
〕

出
家
し
て
沙
門
、
苦
行
者
と
な
っ
た
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
は
、
殺
生
を
お
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
用
心
を
払
い
、
規

律
を
護
り
、
煩
悩
を
離
れ
、
そ
の
心
は
寂
静
に
な
り
、
般
浬
梁
し
、
〔
業
物
質
が
〕
漏
入
す
る
こ
と
な
く
、
繋
縛
を
断
ち
、
汚
れ
の
な
い

境
地
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
境
地
か
ら
、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
は
最
終
的
に
独
存
（
丙
の
ぐ
巴
騨
ゞ
完
全
智
）
と
呼
ば
れ
る
最
高
智
に
至
っ
た

と
『
カ
ル
・
〈
ス
ー
ト
ラ
』
は
次
に
記
し
て
い
る
。
上
記
し
た
よ
う
に
『
ス
ー
ャ
ガ
ダ
』
で
も
同
文
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
マ

ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
で
は
な
く
、
修
行
者
た
ち
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
高
の
独
存
（
丙
の
ぐ
蝉
］
四
）
に
達
す
る
前
段
階
で
あ
る
が
、
般
浬
葉
し
、
〔
業
物
質
が
〕
漏
れ
入
る
こ
と
な
く
、
繋
縛
を
断

ち
、
汚
れ
の
な
い
境
地
を
、
「
水
を
入
れ
な
い
銅
器
の
よ
う
で
あ
り
、
汚
れ
の
な
い
真
珠
母
の
よ
う
で
あ
り
、
…
．
：
」
と
い
う
多
く
の
職

を
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
嚥
は
、
汚
れ
の
な
い
、
自
由
で
あ
り
、
純
で
あ
り
、
不
動
な
る
境
地
を
確
立
し
て
光
り
輝
く
者
を

表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
で
あ
り
（
唇
鯉
路
冒
ぃ
目
煙
昌
ぐ
餌
①
過
騨
①
）
」
と
い
う
職
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
で
あ
り
」
と
い
う
瞼
は
、
他
の
多
く
の
職
と
同
じ
よ
う
に
、
汚
れ
の
な
い
、
自
由
で
あ
り
、
純
で
あ

り
、
不
動
な
る
境
地
を
表
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
…
：
蓮
の
葉
の
よ
う
に
汚
れ
ず
、
亀
〔
の
足
〕
の
よ
う
に
感
官
は
護

ら
れ
て
お
り
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
で
あ
り
、
烏
の
よ
う
に
自
由
で
あ
り
、
…
．
：
」
の
中
で
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
で
あ
り
」
だ

け
が
、
た
だ
独
り
遊
行
す
る
こ
と
の
職
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
職
も
、
完
全
智
の
前
段
階
に
お
け
る
、
煩
悩
を
離
れ
、
汚
れ

の
な
い
、
自
由
で
あ
り
、
不
動
な
境
地
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ジ
ャ
イ
ナ
教
文
献
に
お
け
る
「
犀
の
角
」
の
職
の
よ
う
に
、
『
ス
ッ
タ
ニ
・
〈
－
タ
』
の
「
犀
角
経
」
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る

９



『
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
』
四
○
八
「
ク
ン
バ
ヵ
ー
ラ
・
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
」
に
は
、
辞
支
仏
に
な
っ
た
四
人
の
王
の
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
カ
リ
ン
ガ
国
の
カ
ラ
ン
ド
ゥ
（
悶
胃
９
号
）
王
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
の
ナ
ッ
ガ
ジ
（
ｚ
煙
脂
昌
）
王
、
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
国
の
一
一
ミ
（
呂
目
）
王
、

パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
国
の
ド
ゥ
ン
ム
ヵ
ｅ
巨
目
目
鼻
富
）
王
の
そ
れ
ぞ
れ
が
王
位
を
捨
て
て
畔
支
仏
に
な
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
の
ナ
ン
ダ
ム
ー
ラ

洞
窟
で
修
行
を
し
て
い
た
が
、
神
通
力
で
空
中
を
飛
ん
で
￥
ヘ
ナ
レ
ス
に
行
乞
に
来
た
と
き
、
ブ
ッ
ダ
の
前
生
で
あ
る
菩
薩
に
出
会
っ
た

物
語
で
あ
る
。
四
王
は
、
属
四
国
菌
且
口
（
カ
リ
ン
ガ
国
王
）
、
口
巨
日
日
巨
富
（
パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
国
王
）
、
ｚ
騨
目
（
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
国
王
）
、

「
犀
角
経
」
に
は
、
愛
欲
を
離
れ
、
在
家
の
束
縛
を
断
ち
切
り
、
危
難
に
打
ち
勝
ち
、
感
官
を
護
り
、
独
坐
し
、
瞑
想
し
、
煩
悩
を
捨

て
て
、
自
由
で
汚
れ
の
な
い
境
地
の
修
行
者
の
姿
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
な
か
に
、
『
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
』
四
○
八
に

見
ら
れ
る
辞
支
仏
説
話
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
り
そ
う
な
詩
も
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。

「
金
の
細
工
人
に
よ
っ
て
よ
く
仕
上
げ
た
、
輝
く
ふ
た
つ
の
金
の
〔
腕
輪
〕
は
、
一
つ
の
腕
に
は
め
れ
ば
、
相
ふ
れ
あ
っ
て
音
を
だ

す
。
そ
れ
を
見
て
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
。
」
〔
ぎ
ゞ
虜
〕

「
こ
の
よ
う
に
、
二
人
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
な
ら
ば
、
私
に
、
む
だ
な
話
や
執
着
が
お
こ
る
。
未
来
に
こ
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
観

察
し
な
が
ら
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
。
」
〔
ぎ
ゞ
ら
〕

「
犀
角
経
」
第
四
八
詩
と
第
四
九
詩
と
は
内
容
的
に
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
四
○
八
に
登
場
す
る
ナ
ッ
ガ
ジ
王
説

話
に
共
通
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
犀
角
経
」
の
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
」
と
は
、
汚
れ
の
な
い
、
自
由
で
あ

り
、
不
動
な
境
地
に
至
っ
た
者
に
な
る
こ
と
を
も
と
も
と
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
犀
角
経
」
は
も
と
も
と
、
そ
の
よ
う
な
境

地
に
至
っ
た
修
行
者
に
関
す
る
詩
を
ま
と
め
た
経
典
で
あ
る
。

四
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ｚ
ｍ
謁
巴
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
王
）

に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
辞
支
仏
に
な
っ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
の
ナ
ッ
ガ
ジ
王
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詩
で
語
ら
れ
て
い
る
。

「
名
工
の
麗
し
く
磨
い
た
〔
腕
輪
の
〕
宝
石
を
、
婦
人
が
両
腕
に
つ
け
て
も
音
が
で
な
い
。
他
と
触
れ
て
音
が
で
た
。
そ
れ
を
見
て
、

私
は
比
丘
ア
ー
チ
ャ
ー
リ
ャ
の
も
と
に
赴
く
。
」
〔
蜀
冨
菌
冒
胃
ゞ
ロ
認
巳

さ
ら
に
、
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
註
で
は
次
の
よ
う
な
話
を
伝
え
て
い
る
。
王
が
宮
殿
の
玉
座
に
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
王
は
、
宝
石

を
ち
り
ば
め
た
腕
輪
を
両
腕
に
は
め
た
一
人
の
婦
人
が
香
を
擦
り
つ
ぶ
す
の
を
見
て
い
た
。
や
が
て
そ
の
婦
人
は
、
腕
輪
を
右
手
か
ら
左

手
に
は
め
、
右
手
で
香
を
擦
り
つ
ぶ
し
は
じ
め
た
。
左
手
に
移
さ
れ
た
腕
輪
は
他
の
腕
輪
と
触
れ
合
っ
て
音
を
だ
し
た
。
王
は
、
二
つ
の

腕
輪
が
互
い
に
触
れ
合
っ
た
と
き
に
音
が
で
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
、
「
離
れ
て
い
る
と
、
こ
の
腕
輪
は
触
れ
合
わ
な
い
が
、
他
の
腕
輪

と
触
れ
合
う
と
音
を
だ
す
。
こ
の
よ
う
に
生
存
す
る
者
も
離
れ
て
い
れ
ば
、
触
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
音
を
だ
す
こ
と
も
な
い
。
二
と

な
り
三
と
な
る
と
、
互
い
に
触
れ
合
っ
て
争
っ
て
議
論
を
す
る
。
自
分
は
、
カ
シ
ュ
↓
、
、
－
ル
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
二
王
国
の
住
民
を
支
配
し

て
い
る
。
自
分
も
一
つ
の
腕
輪
の
よ
う
に
、
他
を
支
配
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
を
支
配
し
て
住
す
ゃ
へ
き
で
あ
る
。
」
と
思
っ
た
。
王
は
、

腕
輪
の
摩
擦
を
対
象
と
し
、
居
な
が
ら
に
し
て
、
〔
諸
行
無
常
、
一
切
皆
苦
、
諸
法
無
我
の
〕
三
相
（
庁
目
巨
農
盲
目
目
）
を
観
察
し
、
観

（
ぐ
ざ
煙
の
の
色
目
）
を
増
大
さ
せ
て
畔
支
菩
提
智
（
息
Ｃ
Ｏ
の
富
ご
Ｏ
旦
冒
３
３
）
を
起
こ
し
た
〔
両
国
菌
日
》
層
．
雪
「
山
認
〕
。

二
つ
の
腕
輪
は
触
れ
合
っ
て
音
を
だ
す
が
、
一
つ
だ
け
で
は
音
を
だ
さ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
出
家
し
て
独
り
遊
行
す
る
こ
と
を
勧
め

る
物
語
は
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
五
三
九
「
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
カ
・
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
」
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
腕
輪
の
話
は

古
く
か
ら
あ
っ
て
、
「
犀
角
経
」
で
は
犀
の
角
の
啼
と
結
び
つ
い
て
説
か
れ
、
ナ
ッ
ガ
ジ
王
物
語
で
は
辞
支
仏
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

次
に
カ
リ
ン
ガ
国
の
カ
ラ
ン
ド
ゥ
王
の
物
語
を
と
り
あ
げ
た
い
。
王
が
庭
園
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
お
い
し
い
果
実
を
沢
山
つ
け
て
い

る
マ
ン
幾
コ
－
の
樹
を
見
つ
け
、
象
の
背
に
乗
っ
て
、
手
を
の
ば
し
て
、
そ
の
一
房
を
も
ぎ
取
り
、
持
ち
帰
っ
て
食
今
へ
た
。
そ
の
後
、
大
臣

３く

の
名
で
ジ
ャ
イ
ナ
教
聖
典
『
ウ
シ
タ
ラ
ジ
ャ
ー
ャ
ー
』
に
も
登
場
し
、

そ
の
注
釈
で
は
四
王
が
辞
支
払
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や
零
ハ
ラ
モ
ン
達
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
や
っ
て
来
て
樹
に
登
り
、
棒
で
た
た
き
、
枝
を
落
と
し
て
、
熟
し
て
い
な
い
実
を
も
残
ら
ず
食
べ
て
し
ま

っ
た
。
夕
方
、
王
が
そ
の
マ
ン
、
コ
ー
の
樹
の
と
こ
ろ
を
通
り
、
象
か
ら
お
り
て
、
樹
を
眺
め
な
が
ら
、
「
こ
の
樹
は
、
朝
の
う
ち
は
、
見

て
い
て
も
飽
き
な
い
ほ
ど
果
実
を
つ
け
て
、
き
れ
い
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
そ
の
果
実
は
み
な
取
ら
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
く
立
っ
て
い
る
。
」

と
考
え
た
。
王
は
、
他
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
、
実
を
つ
け
な
い
マ
ン
、
コ
ー
の
樹
を
見
つ
け
、
「
こ
の
マ
ン
、
コ
ー
の
樹
は
果
実
を
つ
け

な
い
が
、
宝
石
の
裸
山
の
よ
う
に
美
し
く
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
の
樹
は
、
果
実
を
つ
け
て
い
た
た
め
に
不
運
に
な
っ
た
。
家
庭
の

こ
の
生
活
は
実
の
つ
い
た
樹
に
似
て
お
り
、
出
家
生
活
は
実
の
っ
け
な
い
樹
に
似
て
い
る
。
裕
福
な
者
に
は
恐
怖
が
あ
り
、
貧
し
い
者
に

は
恐
怖
が
な
い
。
自
分
も
実
を
つ
け
な
い
樹
の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
王
は
果
実
を
所
縁
と
し
て

辞
支
菩
提
智
（
恩
。
８
冨
冒
目
薗
目
Ｐ
）
を
得
た
口
喫
煙
恩
昌
胃
）
喝
．
亀
？
亀
巴
。

こ
の
物
語
と
直
接
結
び
つ
く
詩
は
「
犀
角
経
」
の
な
か
に
な
い
け
れ
ど
も
、

「
実
に
欲
望
（
厨
冒
騨
）
は
種
々
で
、
甘
く
、
心
に
楽
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
心
を
乱
す
。
〔
五
〕
種
欲
に
は
患
い
あ
る
こ
と

を
見
て
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
。
」
〔
普
ゞ
ｇ
〕

「
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
患
い
で
あ
り
、
腫
物
で
あ
り
、
禍
で
あ
り
、
病
で
あ
り
、
矢
で
あ
り
、
恐
れ
で
あ
る
。
〔
五
〕
種
欲
に
こ

の
恐
怖
あ
る
こ
と
を
見
て
、
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
。
」
〔
普
》
臼
〕

の
二
詩
は
、
人
灸
が
欲
し
が
る
、
欲
望
の
対
象
に
な
る
も
の
に
は
禍
が
あ
り
、
恐
怖
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
詩
は
カ

ラ
ン
ド
ゥ
王
物
語
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

「
在
家
者
の
し
る
し
を
除
き
去
っ
て
、
葉
に
覆
わ
れ
た
．
ハ
ー
リ
チ
ャ
ッ
タ
樹
の
よ
う
に
、
袈
裟
の
衣
を
つ
け
、
出
家
し
て
、
犀
の
角

の
よ
う
に
独
り
歩
め
。
」
爾
邑
ゞ
震
〕

こ
の
詩
に
対
す
る
注
釈
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ヵ
』
〔
里
冒
》
亨
屋
？
巨
己
に
お
い
て
、
カ
ラ
ン
ド
ゥ
王
物
語
と
同
類
の
物
語
を

記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王
が
、
葉
に
覆
わ
れ
、
花
を
つ
け
た
パ
ー
リ
チ
ャ
ッ
タ
樹
を
見
つ
け
、
花
を
一
つ
取
っ
た
と
こ
ろ
、
大
臣
や
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兵
士
た
ち
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と
花
を
取
り
、
葉
ま
で
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
、
王
が
そ
れ
を
見
つ
け
、
葉
に
覆
わ
れ
、
花
を
つ
け
な
い
別
の

樹
を
見
な
が
ら
、
花
を
つ
け
た
樹
は
人
々
に
欲
し
が
ら
れ
た
の
で
、
災
難
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
、
云
々
と
思
っ
た
。
カ
ラ
ン
ド
ゥ
王
物
語

と
ま
っ
た
く
同
じ
筋
書
き
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
両
腕
に
つ
け
た
腕
輪
は
音
を
だ
さ
な
い
こ
と
を
観
察
し
て
僻
支
仏
に
な
っ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
の
ナ
ッ
ガ
ジ
王
物
語
と
「
犀
角

経
」
第
四
八
詩
、
第
四
九
詩
と
の
関
連
性
、
お
よ
び
、
↓
ゞ
ン
寺
コ
ー
の
樹
を
縁
と
し
て
畔
支
仏
に
な
っ
た
カ
リ
ン
ガ
国
の
カ
ラ
ン
ド
ゥ
王
物

語
と
モ
チ
ー
フ
を
共
通
に
す
る
第
五
○
詩
、
第
五
一
詩
、
第
六
四
詩
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
関
連
性
、

モ
チ
ー
フ
の
共
通
性
を
も
と
に
し
て
、
「
犀
角
経
」
と
辞
支
仏
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

仏
教
内
に
辞
支
仏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
外
来
の
鮮
支
仏
を
仏
教
の
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
「
犀
角
経
」
が
鮮
支
仏
と
結
び
つ
い
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
犀
角
経
」
は
、
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独
り
歩
め
」

と
い
う
句
を
も
っ
て
う
た
わ
れ
た
、
汚
れ
の
な
い
、
自
由
で
不
動
な
境
地
に
至
っ
た
修
行
者
に
つ
い
て
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
境
地

の
修
行
者
は
、
辞
支
仏
の
姿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
来
の
畔
支
仏
説
話
（
ナ
ッ
ガ
ジ
王
、
カ
ラ
ヵ
ン
ド
ゥ
王
）

に
共
通
す
る
詩
が
、
す
で
に
「
犀
角
経
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
犀
角
経
」
と
辞
支
仏
と
が
結
び
つ
き
や
す
い
要
素

が
そ
な
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鮮
支
仏
は
、
仏
埜

ナ
教
と
も
に
、
古
屋

⑨

れ
る
。
仏
教
、
ジ
ギ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。 仏

教
だ
け
で
な
く
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も
（
冒
詐
の
胃
盲
目
富
ゞ
圃
芹
の
冨
冒
呂
冒
）
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
教
、
ジ
ャ
イ

古
層
に
属
す
る
経
典
に
は
辞
支
仏
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
起
源
は
、
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
外
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

ジ
ャ
イ
ナ
教
と
も
に
共
通
す
る
ナ
ッ
ガ
ジ
王
等
の
四
王
の
辞
支
仏
説
話
も
、
そ
の
源
流
は
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
外
に
あ
っ

五

1Q
上』



③⑦⑥⑤④③②①註略
号

吊
肉
四
昌
○
融

ト

］
画
庁
伊
穴
Ｐ

ｏ
ｚ
Ｑ

句
四
国
ロ
倒

弓
一
門
閂

の
ロ

の
口
く
Ｐ

⑨
藤
田
宏
達
前
掲
論
文
、
九
五
頁
。
山
田
明
爾
「
鮮
支
仏
・
独
覚
・
縁
覚
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四
一
五
号
、
一
○
八
頁
。

己
芹
肖
目
ご
畠
ロ
ロ
。
‐
ｍ
日
田
》
＆
．
ｇ
］
ｂ
ｇ
ｇ
の
呂
関
）
〆
昌
目
】
患
．
藤
田
宏
達
前
掲
論
文
、
九
五
頁
。
属
．
両
．
ｚ
ｏ
Ｈ
Ｂ
閏
〕
《
目
富
国
四
ｑ
①
宮
‐

盲
目
ｇ
旨
田
口
呂
冒
の
日
色
目
］
四
目
ぃ
目
．
ｏ
呂
の
９
８
吋
ｇ
の
３
．
国
８
口
昏
炉
、
旨
ｚ
Ｏ
崖
．
弓
窟
》
震
．
ｚ
ｏ
Ｈ
目
色
ロ
論
文
に
つ
い
て
は
、
仙
台

電
波
工
業
高
等
専
門
学
校
の
山
崎
守
一
先
生
の
御
好
意
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
村
上
真
完
・
及
川
真
介
『
仏
と
聖
典
の
伝
承
』
春
秋
社
、

三
三
七
’
三
三
八
頁
。
四
王
の
辞
支
仏
物
語
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
辞
支
仏
物
語
と
に
つ
い
て
は
、
旨
昌
ｏ
盲
君
の
ロ
は
①
Ｈ
《
用
ざ
。
。
①
冒
冒
目
冨
鳴
ぃ
。
旨
‐

呂
拝
①
ロ
》
口
湧
凶
冨
》
岳
冨
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
高
野
山
大
学
の
谷
川
泰
教
先
生
の
御
好
意
に
よ
っ
て
ｏ
ｇ
ｇ
の
ロ
武
貝
の
書
を
披
見
す
る
こ
と
が

○
営
拝
①
ロ
》

て
き
た
。

Ｆ
の
巨
曾
丘
動
く
農
冒
》
宅
肖
閃

藤
田
宏
達
「
三
乗
の
成
立
」

習
近
親
愛
与
怨
憎
便
生
〈

「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
四
六
。

閃
。
鴨
騨
○
口
酔
国
ロ
色
色
旨
異
国
国

櫻
部
建
「
縁
覚
考
」
「
大
谷
学

櫻
部
建
前
掲
論
文
、
四
八
頁
。

旨
曾
彦
動
く
儲
冒
》
宅
肖
国
・
牌
旨
色
再
》
Ｈ
ｏ
目
①
］
山
》
弓
胃
厨
ゞ
房
総
ゞ
扇
呂
、
届
宕
．
ぐ
昌
皇
》
酉
）
．
龍
？
い
ぢ
．

髪
達
「
三
乗
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
鮮
支
仏
起
源
考
ｌ
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
’
二
、
昭
和
三
二
年
、
九
三
頁
上
、
九
八
頁
、
註
一
九
。

親
愛
与
怨
憎
便
生
負
欲
及
瞑
志
故
諸
智
者
倶
遠
避
独
処
経
行
如
麟
角
「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
二
六
（
大
正
二
七
、
六
七
○
ａ
）
。

園
沙
巷
四
ｍ
ロ
曾
四
』
弓
尉
少
辰
吋
拝
国
置
騨
尻
四
茸
の
（
〕
目
①
の
目
の
〆
↑
岸

］
脚
庁
巴
圏
、
洋
画
ゆ
ぐ
Ｐ
ｐ
ｐ
秒
冒
酔
弓
目
皿
障
④
②
酌

。
ご
冒
日
目
の
い
い
シ
ャ
ム
本

団
凹
口
岸
園
く
い
ぬ
四
Ｎ
色
白
日
日
》
５
口
。
目
色
ロ
．

殉
ゆ
Ｈ
Ｐ
口
屈
芹
言
Ｐ
Ｉ
さ
茸
］
国
冒
》
で
Ｈ
い
］
や
］
ロ
ー
］
陣

団
閏
］
ず
脚
く
い
ぬ
ｍ
Ｈ
ｐ
ｐ
ｇ
日
》

殉
ゆ
Ｈ
Ｐ
目
〕
里
〕
陣
屋
Ｉ
言
は
］
国

、
ロ
ヰ
四
口
甘
倒
号
伊
弓
目
い
、

シ
Ｏ
脚
Ｈ
働
口
”
巴
⑱
匡
耳
Ｐ
日
四

目
黒
国
ぐ
ず
国
。

Ｌ

「
大
谷
学
報
」

ｐ
ｐ
ｑ

の
昇
尉
巴
肖
岸
凹
侭
儲
目
Ｈ
Ｐ
日
》
］
旧
倒
両
の
匡
貝
冨
邑
巴
］
色
旨
騨
少
唄
皆
目
②
唱
包
員
胃
昌
勗
国
ぐ
巳
．
］

、
④
口
い
丙
目
許
ロ
旨
酋
Ｏ
ｐ
ｐ
Ｈ
ぐ
．
ｋ

三
六
’
三
、
昭
和
三
一
年
、
四
八
頁
。
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